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◎デボ－ション（お言葉と祈りに生かされましょう）

15 Ⅱ列王記 ７ 黙示録 １７ エレミヤ １:４ ～１２
16 ８ １８ 目 詩篇 １２１:１ ～８
17 ９ １９ を コロサイ ４:２ ～６
18 １０ ２０ さ エレミヤ ２１:８～22:５
19 １１ ２１ ま マタイ ２５:１ ～１３
20 １２ ２２ し 1ペテロ ５:８ ～１１
21 １３ １ て 黙示録 ３:１４～２２
22 １４ ２ Ⅱｺﾘﾝﾄ １２:１ ～１０

◎毎日お祈りしましょう！ 今週の記念日
誕 生 日（１８日 藤野 晶子 姉）

① 今年11月、創立40年の節目に新会堂建築の完成のため。
② 教会員ひとり一人の健康が守られ、歩みの上に祝福を。
③ 廣田正義兄の霊肉の健康と歩みの上に祝福を。
④ 伊藤美恵子師、正木義俊師のお働きの上に祝福を。

１ 本日の礼拝で仲森文穏先生が幸いなメッセージを取り次
いで頂き感謝します。

２ 暦の上では立春に入りましたが寒さが続いております。
コロナとインフルエンザが流行しています。マスクを着用
して礼拝に出席しましょう。ご高齢の方々(独居生活、施
設入居)、病気の方々のために続いてお祈り下さい。

３ 2月の諸集会 ○福崎聖会 本日14時 講師:岩井清先生
(平塚福音ｷﾘｽﾄ教会顧問牧師）会場:福崎教会 ○兵庫教区
伝道部主催伝道フォーラム「教会堂新築・会堂管理を考え
る」 21日(土)14時 会場:兵庫教区事務所 当教会から中
島一栄役員が出席します。 ○信徒交流部一日研修会･福
音落語 23日(月)11時～14時30分 講師:安達隆夫師
会費:1,000円(昼食代) 会場:姫路福音教会

４ 新会堂建築のため 必要が満たされ新会堂建築を祈ろう！

牧会短針 今年も早や18日(水)よりレント（受難節)に入り
ます(２月18日～４月4日まで）。今週の18日は「灰の水曜日」
で、悔い改めをもって受難節が始まることに意義があります。
レントカレンダーに従って日々、主のご受難を黙想し４月５
日(日)復活祭を迎えましょう。イエス・キリスト様の受難節
を迎えるにあたり、主イエス様のその足跡をたどり、主のご
受難を深く味わう時節となることを願って歩みたいと思って
います。また間もなく年度末、年度初めを迎えるために総会
の準備などをしなければならない時期になっております。共
に祈りを持って歩みましょう。

今週の牧師の予定 本日 福崎聖会 17日 姫路宣教祈祷会

◎先週の報告 礼拝9名･教会懇談会9名,子ども教会2+6名
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◎今週の御言葉「毒麦のたとえ」(マタイの福音書13章24節
～30節,36節～40節） 「主人は言った。
『いやいや。毒麦を抜き集めるうちに、麦もいっしょに抜き
取るかもしれない。だから、収穫まで、両方とも育つままに
しておきなさい』」(13:39,40) 仲森文穏

○イエス様による天国のたとえ話です。話にある毒麦は、
小麦そっくりで苦味がある雑草です。これを他人の畑に蒔い
ていく人がいたようです。被害は大きく放置できません。し
もべたちが「抜き集めましょう」と勢い込んだのは当然です。
人間はいつもそうやって来ました。邪魔者を容赦なく排除す
ることで自分の栄光を表して来たのです。ところが、主人は
「収穫まで両方とも育つままにしておきなさい」と言って、
待つことを求めました。３６節以下によると、麦と毒麦は、
「御国の子」と「悪い者の子」を指すようです。ということ
は、「抜き集めましょうか」という言葉は、人が人を審くこ
とに勢い込んでいるのです。しかし誰が自分を良い麦とし、
他人を毒麦だと決めつけ、抜き集める資格があるのでしょう。
一体誰が、自分は毒麦ではないと言い切ることが出来るので
しょうか。イエス様は主人の立場に立ち、「両方とも育つま
まにしておきなさい」と仰り、正義を唱えて他の人々をさば
く危険を戒めておられます。

○しかし両方とも育つままにしておく、その寛大さはどこ
から来るのでしょう。この問いに答えるためには終末論的な
信仰が必要です。人間が営んできた歴史は、沢山の痛みや矛
盾を抱えこみ、死、老、病、苦などの疑問や問題があります。
しかし、それすらも神様のご計画のうちにあり、どんな困難
があっても、最後は神様による裁きによって、私たちに真の
勝利がもたらされるというのが終末論です。

つまり、そういう人生の終わりから見つめれば、今の苦し
みにもなお希望があり、その故に私は今日という１日を大切
に生きよう、どんな苦しみにも耐えていこう、そのように決
断していく信仰を、終末論的信仰と言います。私たちは清濁
合わせ持った人間で、きれいなものばかりがある訳ではあり
ません。だからでしょうか、毒麦とは極力縁を切ってしまい
たいと願い易い。しかしイエス様は共に育つこと、忍耐して
待つことを求めて、教会と信仰者を鍛えていこうとされます。

では忍耐して待つ、私たちのその力はどこから来るのでし
ょう。他ならない自分も待たれている。神様から多くのこと
を忍耐され、許されて今日あるを得ている。そういう自分を
知り、神様の赦しの恵みを忘れないことから、その力は来る
のであって、自分の決心などではないのです。私たちお互い
がこの信仰に立つとき、私たちは少々のことなどゆるし合っ
て、生きることができるのではないでしょうか。


